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つくる、つかう、食べる、手渡す。 
つながるローカルSDGs

安心できる食の国内生産を
持続可能なものに。

再生可能エネルギーを
もっと身近なものに。

誰ひとり取り残さない社会実現のために。

意志ある生産者と消費者が手を組み、 
循環と共生の輪を広げて。
ひとりの手は小さくても想いを分かちあう
仲間がいれば、何かが生まれる、何かが動く。
地域や世代をこえて 未来のいのちへ続いて
いく新しい仕組みづくりをつづけています。

組合員数： 85,908人   (2024年3月末現在)
供 給 高 ： 2,290,716万円（2023年度）
出資金総額：11,５８６,986千円（2024年3月末）

生活クラブ神奈川は1971年に創立。53年目。
2004年、県内に5つの”地域生協”を設立。           
それぞれの地域生協毎にコモンズ、デポーという組織
を主体に、組合員自身＝おおぜいの私たちが、食・環
境・福祉・働くことに参加・自治して地域の課題解決に
むけて活動している。

湘南生活クラブ組合員数：20,916 人
（11コモンズ・４デポー）

5つの地域生協の中で、一番エリアが広い
本部センターは茅ケ崎市高田にある
茅ヶ崎市の組合員数 ：  3,032人



生産者と共に、生産する消費者である組合員

産地に足を運び、品種開発や収穫などに直接関わりながら地域循環型の農業の取組み。

収穫を生産者とともに組合員が行う「計画的労働参加」は1995年から。

労働力として生産に参加し賃金を受け取り、この人件費もトマトの価格に含めることで、原料生産に必

要な経費を、購入する組合員全体で負担する仕組みで、加工用トマトの生産に大きな役割を担っていま

す。



消費者と生産者とで一緒に作りあげたお米

食料自給率をお米でアップする飼料用米の取組みも、生活クラブ
と遊佐町JA庄内みどり、平田牧場で共同し、試行錯誤しながら仕
組みを構築して、国の政策の礎に。今年の夏の遊佐町

今年の夏の東北地方での大雨により、
生活クラブの消費材の産地である山
形県庄内地方も大きな被害を受けた。
生活クラブでは、被災直後に支援物
資を発送するとともに、山形県酒田
市・遊佐町と締結している包括連携
協定に基づき、8月上旬より災害支援
ボランティアを派遣。これまでに130
名を超える組合員・職員が参加。



生活クラブ神奈川での取り組み

生活クラブ神奈川・みんなの農園は都市近郊農業の発展・推進を目的として、生活ク
ラブ神奈川とJA横浜の２つの協同組合が連携して横浜市泉区で取り組む農業体験農園。
農園での作業を通して組合員が農に触れ、農に学び、農への理解を深める場としてい
る。
みんなの農園第2農園で収穫した農産物は、デポーや2023年から始まったコモンズ旬
の地場野菜セットに出荷している

コモンズ旬の地場野菜セット

・都市近郊農業の発展・推進として、神奈川の
野菜を食べて、地産地消の取組みをひろげて
いくことを目的に2023年秋から開始。
・湘南エリアでは、藤沢市と横須賀市の農の生
産者が参加。
・食べた組合員から新鮮でおいしいという感想
があり、今年度は神奈川全組合員が参加



生産から廃棄まで責任を持つ組合員は、
消費する市民

使い終わったびんやプラスチック類を
配達時またはデポーで回収し、リユース・リサイクル

・このしくみを「グリーンシステム」とよび、組合員みんなで
環境にやさしい取り組みを。



◎ちがさきデポーでは、プラスチック
削減の取組みとして、せっけん類の
量り売りを行い、環境に関心がある
組合員が利用。

デポーでの取り組み

◎鎌倉デポーでは、給水スポット
を設置し、地域の方にも利用して
もらっている



暮らしに必要不可欠な電力も、
自分たちの出資で「株式会社 生活クラブエナジー」を通じて、
再生可能エネルギーが中心の電気を共同購入



2基目の風車建設へ

湘南エリアでは、大磯町の
大磯エネシフト。


